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徳島県三好市西祖谷山村にある
「祖谷のかずら橋」は３年ごとに架
け替え作業が行われており、約6.5
トンの「シラクチカズラ」が資材とし
て必要となり、国有林から提供され
ている。

（撮影者：徳島森林管理署  丸田泰史）

「祖谷のかずら橋」架け替え

2021年
3月号
1212

令和２年度 四国国有林野等所在
市町村長連絡協議会を開催しました

【詳細は２頁】【詳細は２頁】



香美市長　進行の様子

　

２
月
５
日
、「
令
和
２
年
度
四
国
国
有
林

野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協
議
会
」（
以
下

「
連
絡
協
議
会
」
と
い
う
）
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
協
議
会
は
、
昨
年
10
月
に
四
国
６

地
区
で
開
催
し
た
「
国
有
林
野
等
所
在
市

町
村
長
有
志
協
議
会
」
に
お
け
る
、
各
市

町
村
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
等
を
各

地
区
の
代
表
世
話
人
（
徳
島
地
区
：
黒
川

征
一
三
好
市
長
、
香
川
地
区
：
栗
田
隆
義

ま
ん
の
う
町
長
、
愛
媛
地
区
：
河
野
忠
康

久
万
高
原
町
長
、
四
万
十
地
区
：
池
田
三

男
津
野
町
長
、
嶺
北
地
区
：
和
田
知
士
大

川
村
長
、
高
知
中
部
地
区
：
法
光
院
晶
一

香
美
市
長
、
安
芸
地
区
：
山
﨑
出
馬
路
村

長
）
か
ら
報
告
を
い
た
だ
き
、
総
括
的
に

議
論
す
る
と
い
う
場
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
を
考
慮
し
、
各
代
表
世
話
人
・

林
野
庁
・
四
国
森
林
管
理
局
・
各
森
林
管

理
署
（
所
）
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
繋
い
で
開
催
し

ま
し
た
。
な
お
、
円
滑
な
議
事
進
行
と
す

る
た
め
に
、
各
代
表
世
話
人
と
各
署
長
等

が
同
席
す
る
形
で
開
催
を
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
役
員
改
選
を
行
い
、

引
き
続
き
、
会
長
を
法
光
院
香
美
市
長

に
、
副
会
長
を
黒
川
三
好
市
長
に
担
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
満
場
一
致
で
承
認
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
林
野
庁
の
担
当
者
か
ら
、
予

算
概
算
決
定
の
概
要
や
森
林
経
営
管
理
制

度
の
取
組
、
森
林
整
備
・
治
山
事
業
等
に

つ
い
て
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
代
表
世
話
人
か
ら
、
地
域
で

の
取
組
の
事
例
紹
介
や
意
見
等
が
あ
り
ま

し
た
の
で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

徳
島
地
区
の
代
表
世
話
人
か
ら
は
、

○�

森
林
経
営
管
理
制
度
を
動
か
し
て
い
く

た
め
に
、
各
市
町
村
が
様
々
な
工
夫
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
各
市

町
村
と
も
共
通
し
て
人
材
育
成
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

○�

今
年
度
の
森
林
環
境
譲
与
税
を
基
金
に

積
み
立
て
た
が
、
来
年
度
は
し
っ
か
り

と
有
効
的
に
使
い
、
結
果
を
残
し
て
い

き
た
い
。

　

香
川
地
区
の
代
表
世
話
人
か
ら
は
、

○�

頻
発
化
す
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害
調
査
に

は
、
ド
ロ
ー
ン
が
有
効
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
新
技
術
の
活
用
へ
の
助
成
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

○�

森
林
空
間
の
活
用
に
よ
る
町
外
か
ら
の

誘
客
を
進
め
て
お
り
、
国
有
林
内
の
遊

歩
道
等
の
活
用
に
つ
い
て
も
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　

愛
媛
地
区
の
代
表
世
話
人
か
ら
は
、

○�

「
間
伐
特
措
法
」、「
美
し
い
森
づ
く
り
基

盤
整
備
交
付
金
」
の
10
年
間
延
長
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

○�

担
い
手
確
保
が
急
務
で
あ
り
、
先
進
的

な
自
治
体
の
事
例
を
参
考
と
し
て
い
き

た
い
。

　

四
万
十
地
区
の
代
表
世
話
人
か
ら
は
、

○�

森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
向
け



Web 会議（参加者状況）の様子

て
、
対
応
で
き
る
人
材
の
確
保
に
加
え
、

地
籍
調
査
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
急
務

で
あ
る
。

○�

針
葉
樹
か
ら
広
葉
樹
へ
の
転
換
を
行
う

こ
と
で
「
三
原
米
の
里
」
と
し
て
の
森

林
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

嶺
北
地
区
の
代
表
世
話
人
か
ら
は
、

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
住
宅
着
工
数
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
木
材
共
販
所
に
木
材
が
滞
留
し
た

際
、
素
材
生
産
活
動
が
停
止
し
な
い
よ

う
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○�

本
年
度
か
ら
、
３
名
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
雇
用
し
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
た
自
伐
型
林
家
の
育
成
や
林
業

機
械
等
を
支
援
す
る
取
組
を
実
施
し
て

い
る
。

○�

不
在
村
地
主
が
多
い
こ
と
か
ら
、
相
続

に
係
る
手
続
き
を
も
っ
と
簡
単
に
し
て

欲
し
い
。

　

安
芸
地
区
の
代
表
世
話
人
か
ら
は
、

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
観
光
業
の
落
ち
込
み
と
共
に

木
材
加
工
品
の
売
上
げ
が
減
少
し
た
。

○�

林
業
事
業
体
の
担
い
手
育
成
と
し
て
、

指
導
育
成
費
及
び
研
修
生
費
用
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
補
助
等
を
行
う
こ

と
で
、
林
業
事
業
体
へ
の
就
業
者
増
加

に
繋
が
っ
て
い
る
。

○�

災
害
等
で
県
道
等
が
不
通
と
な
っ
た

際
、
村
か
ら
隣
接
市
へ
抜
け
る
国
有
林

を
含
む
林
道
が
命
の
道
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

　

高
知
中
部
地
区
の
代
表
世
話
人
か
ら

は
、

○�

森
林
経
営
管
理
制
度
・
森
林
環
境
譲
与

税
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
広

く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
国
か
ら
積
極
的
な
情
報
発
信
を
し

て
も
ら
い
た
い
。

○�

航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
の
デ
ー
タ
を
基

に
、
森
林
資
源
解
析
ソ
フ
ト
を
開
発
中

で
あ
る
。

等
の
発
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
林
野
庁
と
四
国
森
林
管
理
局

か
ら
、
以
下
の
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。

①�

人
材
育
成
に
向
け
た
市
町
村
向
け
の
研

修
や
現
地
検
討
会
、
市
町
村
間
の
人
事

交
流
。

②�

森
林
経
営
管
理
制
度
に
関
す
る
全
国
の

取
組
事
例
の
紹
介
。

③�

災
害
に
強
い
山
づ
く
り
と
し
て
、
流
れ

木
対
策
と
し
て
の
危
険
木
除
去
や
林
道

の
迂
回
路
と
し
て
の
活
用
。
こ
れ
ら
の

情
報
を
提
供
し
、
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
、
四
国
の
各
市
町
村
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
議
長
（
香

美
市
長
）
に
よ
り
、
林
野
庁
・
四
国
森
林

管
理
局
に
向
け
、
議
長
と
り
ま
と
め
が
行

わ
れ
、
各
代
表
世
話
人
全
体
で
確
認
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
初
の
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
開
催

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
各
参
加
者
か
ら
、

多
く
の
意
見
等
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

様
々
な
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
四
国
森
林
管
理
局
・
各
森
林
管
理

署
（
所
）
に
お
い
て
、
今
後
も
市
町
村
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
積
極
的
に
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Web 会議（全体）の様子



4

祖
谷
の
か
ず
ら
橋
架
け
替
え

～
原
料
の
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
を
提
供
～

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

四
国
の
秘
境
と
言
わ
れ
る
徳
島
県
三
好

市
西
祖
谷
山
村
の
「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」

は
木
の
文
化
の
象
徴
で
あ
り
、
国
指
定
重

要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
、
全
長
45
ｍ
、
幅
２
ｍ
、
高
さ
15
ｍ
の

吊
り
橋
で
す
。

　

こ
の
「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」
は
、
山

口
県
岩
国
市
の
「
錦
帯
橋
」
や
山
梨
県

大
月
市
の
「
猿
橋
」
と
と
も
に
、
日
本
三

大
奇
橋
の
一
つ
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
年

間
30
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
三

好
市
の
重
要
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」
は
３
年
ご
と
に
架

け
替
え
が
行
わ
れ
て
お
り
、
架
け
替
え
に

は
、
資
材
と
し
て
山
間
部
に
自
生
し
て
い

る
丈
夫
で
腐
り
に
く
い
「
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ

ラ
」
が
、
約
６
ト
ン
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

架
け
替
え
資
材
と
な
る
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ

ラ
は
、
直
径
３
㎝
～
４
㎝
が
適
し
て
お
り
、

長
さ
10
ｍ
程
度
の
カ
ズ
ラ
が
約
６
０
０
本

使
用
さ
れ
ま
す
。

　

資
材
と
し
て
利
用
出
来
る
ま
で
に
成
長

す
る
に
は
約
20
年
か
ら
30
年
か
か
る
た

め
、
近
隣
で
採
取
出
来
る
資
材
は
年
々
減

少
し
て
お
り
、
平
成
10
年
頃
か
ら
徳
島
森

林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
で
供
給
し
て
き

ま
し
た
が
、
道
路
近
く
で
採
取
で
き
る
箇

所
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
近
年
は
近
隣

の
民
有
林
や
高
知
県
内
の
国
有
林
か
ら
供

給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
高
知
県
の
嶺
北
森
林
管
理
署

管
内
の
大
豊
町
内
の
国
有
林
か
ら
約
6.5
ト

ン
が
調
達
さ
れ
令
和
３
年
１
月
13
日
か
ら

架
け
替
え
作
業
が
始
ま
り
予
定
通
り
無
事

作
業
が
終
了
し
、
２
月
22
日
に
竣
工
の
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

グリーン四国№ 1212

林野庁長官賞の授与
（中央：宮田健一氏（三好市））

渡り初めの様子

国有林から提供した資材（シラクチカズラ）

　

式
典
は
「
か
ず
ら
橋
保
勝
会
」
の
主
催

で
、
か
ず
ら
橋
入
口
で
関
係
者
に
よ
る
神

事
の
後
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
黒
川
三
好

市
長
の
祝
辞
の
中
で
資
材
の
提
供
に
つ
い

て
四
国
森
林
管
理
局
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
東

祖
谷
在
住
の
谷
英
二
様
、
峯
代
様
ら
３
世

代
の
夫
婦
、
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
資
材
確
保

実
行
委
員
会
や
、
施
工
者
の
か
ず
ら
橋
保

勝
会
を
は
じ
め
関
係
者
が
、
新
し
く
な
っ

た
か
ず
ら
橋
の
仕
上
が
り
や
、
感
触
を
確

か
め
な
が
ら
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
か
ず
ら
橋
架
け
替
え
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
林
野
庁
で
開
催
さ

れ
た
業
務
研
究
発
表
会
に
お
い
て
、
徳
島

森
林
管
理
署
と
三
好
市
と
の
共
同
で
、
か

ず
ら
の
採
取
や
増
殖
活
動
の
こ
れ
ま
で
の
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ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
囲
い
わ
な
「
こ

じ
ゃ
ん
と
一
号
」
の
設
置
講
習
会

　
～
愛
媛
県
今
治
市
～

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
増

加
す
る
シ
カ
被
害
防
止
た
め
、
低
コ
ス
ト

で
設
置
が
容
易
な
小
型
囲
い
わ
な
「
こ

じ
ゃ
ん
と
一
号
」
を
開
発
し
、
被
害
が
発

生
し
て
い
る
民
有
林
等
に
普
及
及
び
捕
獲

事
業
の
技
術
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
愛
媛
県
か
ら
の
要
請
で
、
１
月

21
日
に
今
治
市
の
越
智
今
治
森
林
組
合
に

お
い
て
小
型
囲
い
わ
な
の
設
置
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
愛
媛
県
で
は
、
シ
カ
に
よ
る
森

林
被
害
が
深
刻
な
地
域
で
は
、
広
域
か
つ

計
画
的
な
捕
獲
と
効
率
的
な
防
護
等
を
モ

デ
ル
的
に
実
施
し
、
シ
カ
の
侵
入
が
危
惧

さ
れ
る
地
域
で
は
、
監
視
体
制
の
強
化
を

図
る
取
組
と
し
て
、「
令
和
２
年
度
シ
カ
に

よ
る
森
林
被
害
緊
急
対
策
事
業
」
を
実
施

し
て
お
り
、
捕
獲
に
よ
る
被
害
対
策
を
早

急
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

仕掛けの取付方を教わる猟友会メンバー

講義を行う古味企画官

わなの仕組を学ぶ受講者の皆さん

　

講
習
会
で
は
小
型
囲
い
わ
な
「
こ
じ
ゃ

ん
と
一
号
」
の
設
置
等
に
関
す
る
説
明
を

古
味
敏
光
企
画
官
を
は
じ
め
当
セ
ン
タ
ー

職
員
が
、
越
智
今
治
森
林
組
合
、
今
治
猟

友
会
多
摩
川
支
部
、
株
式
会
社
野
生
動

物
保
護
管
理
事
務
所
、
愛
媛
県
職
員
、
今

治
市
職
員
の
総
勢
17
名
の
方
に
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
シ
カ
の
生
態
・
繁
殖
、
四
国

地
域
の
生
息
状
況
、
捕
獲
状
況
や
、
シ
カ

捕
獲
の
ビ
デ
オ
等
に
よ
り
説
明
を
行
い
、

「
令
和
２
年
度
　
列
状
間
伐
・
森
林

作
業
道
作
設
現
地
検
討
会
」
を
開

催
し
ま
し
た

〈
局
資
源
活
用
課
〉　
　
　

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
令
和
元
年
度

か
ら
※
列
状
間
伐
を
本
格
導
入
し
、
そ
の

普
及
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
民

有
林
へ
の
普
及
・
定
着
は
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
列
状
間
伐
の
み
な
ら
ず

森
林
作
業
道
作
設
技
術
の
向
上
や
地
域
に

お
け
る
作
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
１
月
28
日
、
香
川
県
仲
多

度
郡
ま
ん
の
う
町
造
田
柞く
ぬ
ぎ
の
ふ
る
ば
や
し

ノ
古
林
国
有

林
60
林
班
に
お
い
て
、
香
川
県
内
の
自
治

取
組
が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
こ
と

か
ら
、
当
日
の
式
典
前
に
、
署
長
か
ら
発

表
者
に
賞
状
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
観
光
客
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」
は
装
い
も
新
た
に
今

後
の
観
光
客
の
増
加
に
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
後
、
屋
外
に
出
て
小
型
囲
い
わ
な
の

組
立
方
等
の
設
置
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
は
熱
心
に
講
習
を
受
け

ら
れ
、
わ
な
の
仕
掛
け
方
や
安
全
作
業
の

注
意
点
、
餌
の
ま
き
方
や
シ
カ
が
餌
に
来

て
い
る
か
の
食
痕
な
ど
、
大
変
、
勉
強
に

な
っ
た
と
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後

に
つ
い
て
も
現
場
へ
出
向
き
指
導
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
て
講
習
会
を
終
え
ま
し

た
。
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体
及
び
林
業
事
業
体
、
四
国
森
林
管
理
局

計
画
課
、
資
源
活
用
課
及
び
香
川
森
林
管

理
事
務
所
か
ら
37
名
が
参
加
し
、「
令
和
２

年
度　

列
状
間
伐
・
森
林
作
業
道
作
設
現

地
検
討
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

竹
内
千
幸
所
長
の
挨
拶
の
後
、
吉
良
康

資
源
活
用
課
長
か
ら
木
材
需
給
動
向
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
四
国
地
区
内
に
お
け

る
木
材
流
通
の
現
況
、
現
在
の
ニ
ー
ズ
等

に
つ
い
て
、
参
加
者
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
﨑
川
龍
也
森
林
整
備
官
か
ら

列
状
間
伐
や
森
林
作
業
道
作
設
等
の
概
要

及
び
監
督
・
検
査
ポ
イ
ン
ト
に
係
る
資
料

説
明
の
後
、
当
該
事
業
地
の
請
負
事
業
体

で
あ
る
香
川
県
森
林
組
合
連
合
会
の
皆
様

に
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
高
性
能
林
業
機

械
（
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
）
に
よ
る
伐
倒

作
業
及
び
繊
維
ロ
ー
プ
に
よ
る
集
材
作
業

を
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
業
実
演
及
び
現
地
視
察
を
通

じ
た
検
討
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
・
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
問
事
項

と
し
て
、「
２
回
目
の
列
状
間
伐
実
施
に

お
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
」「
森
林
作
業
道
作

設
後
に
お
け
る
維
持
管
理
の
方
法
は
」
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
局
・
所
及
び
請
負

事
業
体
の
担
当
者
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
武
田
義
昭
森
林
整
備
部
長
か

ら
「
木
材
の
需
給
状
況
、
列
状
間
伐
及
び

生
産
性
向
上
等
、
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん

の
現
地
検
討
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
作
業
効
率
を
高
め
つ
つ
、
ど
う
い

ドローンによる集合写真　

列状間伐による森林整備が進む状況

フェラーバンチャの機能説明の様子 作業概要等の説明の様子

う
山
づ
く
り
を
す
る
か
、
採
算
性
を
ど
う

持
っ
て
い
く
か
を
考
え
な
が
ら
作
業
を
進

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
の

講
評
が
あ
り
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
集
合
写

真
を
撮
影
し
て
、
現
地
検
討
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
繊
維
ロ
ー
プ
の
導
入
・
利
活
用
を
検

討
し
た
い
」「
森
林
作
業
道
の
作
設
線
形

が
参
考
と
な
っ
た
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、

有
意
義
か
つ
民
有
林
支
援
の
一
助
と
な
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

列
状
間
伐
や
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に

お
い
て
は
、
地
域
等
の
実
情
に
よ
り
課
題

も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
現
地
検

討
会
等
の
開
催
を
通
じ
て
、
課
題
解
決
に

向
け
た
取
組
や
技
術
の
普
及
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

※
列
状
間
伐
と
は
、
植
栽
列
や
斜
面
方
向

等
に
沿
っ
て
直
線
的
に
一
定
の
列
（
幅
）

を
決
め
て
伐
採
す
る
間
伐
の
方
法
。



グリーン四国№ 1212

7

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
資
材
運

搬
作
業
の
現
地
検
討
会
を
開
催

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

安
芸
森
林
管
理
署
で
は
、
当
署
管
内
の

別べ
っ
ち
ゃ
く
み
な
み
や
ま

役
南
山
国
有
林
に
お
い
て
、
造
林
等

作
業
従
事
者
の
労
働
負
担
軽
減
と
、
作
業

効
率
化
・
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
大
型
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
資
材
（
コ

ン
テ
ナ
苗
及
び
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
の
支

柱
）
運
搬
の
現
地
検
討
会
を
、
地
元
の
林

業
事
業
体
「
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
」
の
協
力

を
得
て
２
月
３
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
知
県
安
芸
林
業
事
務
所
、

管
内
市
町
村
、
森
林
組
合
、
森
林
管
理
局

及
び
当
署
職
員
を
含
め
42
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

デモンストレーションの様子

今回使用した大型ドローン

　

は
じ
め
に
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
か
ら
機
材
と
作
業
手
順
の
説
明

を
行
い
、
続
い
て
実
際
に
林
道
端
か
ら
斜

面
上
部
へ
資
材
を
運
搬
す
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
飛
行
可
能
な
回
数
や
機
材
の

価
格
、
気
象
、
地
形
、
積
み
荷
の
重
さ
等

の
作
業
条
件
、
飛
行
習
熟
の
た
め
の
訓

練
、
導
入
に
向
け
て
の
国
や
県
か
ら
の
支

援
等
に
つ
い
て
質
疑
・
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ

　
食
害
か
ら
森
林
を
守
る

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
樹
木
へ

の
食
害
や
剥
皮
被
害
に
よ
っ
て
裸
地
化
が

進
ん
で
い
た
高
知
県
四
万
十
市
黒
尊
山
国

有
林
及
び
愛
媛
県
宇
和
島
市
滑
床
山
国
有

林
周
辺
に
お
い
て
、
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
柵

を
設
置
し
て
、
森
林
再
生
及
び
植
生
回
復

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
柵
の
外
で

は
、
現
在
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
樹
木
の

食
害
や
剥
皮
被
害
が
後
を
絶
た
ず
次
代
を

担
う
稚
樹
も
育
っ
て
い
な
い
た
め
、
平
成

23
年
度
か
ら
委
託
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
頭

数
調
整
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

が
開
発
し
た
小
型
囲
い
わ
な
「
こ
じ
ゃ
ん

剥皮被害を受けたヒメシャラ  頻繁にニホンジカを目撃

　

参
加
者
か
ら
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
全
体
と
し
て
概
ね
好
評
で
あ
っ
た
ほ

か
、
資
材
運
搬
だ
け
で
な
く
災
害
対
応
等

で
も
活
用
し
た
い
、
よ
り
安
価
な
機
材
の

普
及
を
期
待
し
た
い
と
い
っ
た
意
見
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

当
署
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
先
進
的

な
取
組
等
に
つ
い
て
、
現
地
検
討
会
を
通

じ
て
、
地
域
林
業
事
業
体
へ
の
普
及
に
努

め
る
な
ど
、
今
後
も
関
係
者
と
連
携
し
な

が
ら
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
作
業
効

率
化
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で

す
。

と
一
号
」
等
を
用
い
て
誘
引
捕
獲
を
行
っ

て
い
ま
す
。
設
置
す
る
小
型
囲
い
わ
な

は
、
林
内
に
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
取
り
付

け
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
行
動
観
察
を
行
い
、

設
置
場
所
を
移
動
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。
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大
月
小
学
校
で
楽
し
く
作
ろ

う
ね
木
工
ク
ラ
フ
ト
作
り

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
２
月
18
日
、
大
月
町
立
大
月
小

学
校
２
年
生
26
名
を
対
象
に
森
林
環
境
教

育
（
木
工
ク
ラ
フ
ト
学
習
）
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、「
森
の
木
に
被
害
を
与
え
て

い
る
動
物
を
何
か
知
っ
て
い
ま
す
か
」
と

児
童
達
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
ク
マ
、
イ

ノ
シ
シ
、
サ
ル
、
ウ
サ
ギ
、
シ
カ
」
と
元

気
に
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
増
え
す
ぎ
た
シ
カ

の
被
害
か
ら
森
林
を
守
る
仕
事
や
学
校
に

出
向
い
て
森
林
環
境
教
育
の
お
話
を
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
今
日
使
う
木
工
ク
ラ
フ
ト
材
料

の
ヒ
ノ
キ
は
、
こ
こ
の
教
室
の
窓
か
ら
も

見
え
て
い
る
ヒ
ノ
キ
の
木
を
板
に
し
た
も

の
を
使
い
ま
す
」
と
説
明
し
、児
童
に
キ
ッ

ト
を
渡
し
て
手
触
り
や
匂
い
を
嗅
い
で
も

ら
い
、
道
具
と
作
り
方
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
工
作
の
合
間
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種

類
の
木
の
板
や
角
材
、
集
成
材
、
合
板
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
サ
ン
プ
ル
も
観
察
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
木
工
ク
ラ
フ
ト
作
り
で
す
。

お
雛
様
飾
り
や
五
月
人
形
飾
り
が
描
か
れ

た
部
品(

ヒ
ノ
キ
の
板
を
切
り
抜
い
た
も

の)

に
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
で
自
由
に
色
を

塗
り
、
ビ
ー
ズ
や
シ
ー
ル
で
飾
り
つ
け
し

て
か
ら
、
ヒ
ノ
キ
の
角
材
で
作
っ
た
台
座

に
接
着
剤
で
付
け
る
と
い
う
も
の
で
、
各

自
、
カ
ラ
フ
ル
な
着
色
や
装
飾
を
し
て

お
雛
様
や
五
月
人
形
の
置
物
を
作
り
ま
し

た
。
元
の
キ
ッ
ト
は
形
も
下
絵
も
全
く
同

じ
も
の
で
し
た
が
、
児
童
達
の
発
想
で
変

化
が
加
わ
り
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
次
々
と

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
児
童
の
代
表
か
ら
、「
木
工
ク

ラ
フ
ト
作
り
は
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
」「
木
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
ん

だ
な
ぁ
と
思
っ
た
し
、
ヒ
ノ
キ
の
板
は
新

築
の
家
の
い
い
匂
い
が
し
ま
し
た
」
と
感

児童の作品

木工クラフトを作っている生徒たちの様子

　

今
後
も
継
続
し
て
ネ
ッ
ト
棚
の
設
置
や

頭
数
調
整
を
行
い
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

森
林
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

囲いわな周辺のニホンジカ

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
木
の
持
つ
手
触

り
の
良
さ
や
温
も
り
な
ど
、
素
材
と
し
て

の
木
材
の
良
さ
や
作
る
楽
し
さ
に
つ
い
て

理
解
し
て
も
ら
え
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
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令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
で
、
い
の
町

か
ら
四
国
森
林
管
理
局
に
出
向
し
、
資
源

活
用
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

　

林
業
に
は
、
令
和
元
年
度
の
１
年
間
、

森
林
・
林
業
の
補
助
金
な
ど
、
ソ
フ
ト
面

を
担
当
す
る
課
に
所
属
し
、
担
い
手
育
成

や
間
伐
、
作
業
道
整
備
に
関
す
る
補
助
を

通
し
て
林
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

資
源
活
用
課
で
は
主
に
販
売
業
務
を
担

当
し
、
シ
ス
テ
ム
販
売
や
委
託
販
売
の
事

務
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
他
、

現
地
検
討
会
へ
の
参
加
や
各
土
場
、
木
材

市
へ
の
出
張
を
通
じ
て
、
町
役
場
で
は
分

か
り
づ
ら
か
っ
た
、
搬
出
さ
れ
た
後
の
木

材
の
流
れ
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

現
地
検
討
会
で
は
四
国
内
の
様
々
な
山

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
に
合
っ
た
施
業
を
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
実
践
さ
れ
る
姿
は
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
列

列状間伐・作業道作設現地検討会【香川署】
（左から２人目筆者）

状
間
伐
に
つ
い
て
、
か
か
り
木
処
理
発

生
の
リ
ス
ク
低
減
や
、
伐
倒
・
集
材
工
程

の
作
業
効
率
が
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
一
方
で
、

列
の
入
れ
方
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の
山
を
見

て
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
有
林
で
列
状
間
伐
を
実
施
す

る
場
合
に
は
地
元
住
民
の
方
に
ど
の
よ
う

に
納
得
し
て
い
た
だ
く
か
と
い
う
こ
と
も

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
列
状
間
伐
は

山
に
良
く
な
い
影
響
を
与
え
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方
も
お
い
で
る
中

で
、
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
す
る
だ
け
で
納
得

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
施
業
方
法
は
山
を
見
な
が
ら
決

定
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
列
状
間
伐
が

絶
対
の
も
の
で
は
無
い
に
せ
よ
、
導
入
を

す
る
場
合
に
は
ど
の
よ
う
に
説
明
を
し
て

監督職員レベルアップ現地検討会
【安芸署】（左から２人目筆者）

い
く
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
部
分

も
あ
り
ま
す
が
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
中
で
、
林
業
に
対
す
る
理
解
を
深

め
な
が
ら
、
国
と
町
、
民
間
を
つ
な
ぐ
人

材
と
な
り
、
川
上
、
川
中
、
川
下
が
連
携

し
な
が
ら
林
業
振
興
を
推
進
で
き
る
よ
う

な
活
動
の
一
端
を
担
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。



　

野
友
・
北
川
森
林
事
務
所
は
、
高
知
県

東
部
の
安
芸
郡
北
川
村
に
あ
り
、
室
戸
市
、

奈
半
利
町
、
北
川
村
に
所
在
す
る
国
有

林
・
官
公
造
林
約
４
７
０
０
ha
（
野
友
約

１
７
０
０
ha
、
北
川
約
２
９
０
０
ha
）
を

管
轄
し
て
い
ま
す
。

森林教室の様子

筆者　左

　

当
森
林
事
務
所
は
首
席
森
林
官
、
地
域

技
術
官
、
森
林
技
術
員
２
名
、
再
任
用
職

員
１
名
の
５
名
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
安
倉
森
林
事
務
所
と
合
同
の
事
務

所
と
な
っ
て
お
り
、
日
々
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
現
場
業
務
や
関
係
す
る
市

町
村
と
の
窓
口
、
安
全
衛
生
に
関

す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
立
木
販

売
の
皆
伐
や
、
植
付
を
始
め
と
す

る
造
林
事
業
、
保
育
間
伐
（
活
用

型
）
ま
で
の
各
種
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
当
森
林
事
務
所
が
管

轄
す
る
国
有
林
は
、
立
地
条
件
や

ア
ク
セ
ス
が
比
較
的
良
好
で
あ

り
、
各
事
業
が
増
加
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
植
付
面
積
の
増
加
に
よ

り
ニ
ホ
ン
ジ
カ
防
護
柵
の
作
設
や

点
検
・
修
理
が
増
々
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
シ
カ
被
害
を

ど
の
よ
う
に
防
止
し
て
い
く
の
か
が
こ
れ

か
ら
の
課
題
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
事
務
所
管
内
の
名
所
と
し
て
、
土
佐

藩
主
が
江
戸
時
代
に
参
勤
交
代
の
際
に
通

行
し
た
野
根
山
街
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

野
根
山
街
道
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

し
て
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
特
に
有
名
な
史
跡
と
し
て
、
根
元
の

空
洞
が
四
畳
半
ぐ
ら
い
あ
り
４
～
５
人
は

泊
ま
る
こ
と
が
出
来
る
宿
屋
杉
が
あ
り
ま

す
。

　

残
念
な
が
ら
、
昭
和
９
年
の
室
戸
台
風

に
よ
り
倒
壊
し
、
現
在
は
根
株
が
残
る
だ

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
野
根
山
街
道
は
、
例
年
は
地
元
小

学
校
の
課
外
授
業
や
森
林
教
室
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
実
施
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
安
全
に
心
が
け
関
係
す
る
市

町
村
等
と
も
協
力
し
つ
つ
、「
国
民
の
森

林
・
国
有
林
」
の
保
全
管
理
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宿屋杉休憩所
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